
日本のモノづくりの指針にもなるスーパーカブシリーズ

 「 初めて乗ったバイクはカブだった」「エンジンの音で父の帰りがすぐわかった」

 スーパーカブ50周年を記念した、2008（平成20）年8月1日の新聞広告に載ったユーザーの声

である。私にも全く同様の思い出がある。スーパーカブは私が生まれた翌年に販売されたのだが、

私の生まれ育った新潟の片田舎でも、その性能と頑丈さは届いていたのだろう。物心つく頃には

何台かが未舗装のでこぼこ道を走っていた。静かな田舎の夜に父の乗ったスーパーカブの音が聞

こえ、叱られまいと慌てて散らかした物を片付けた思い出。農作業を手伝い、褒美だと言われて

無免許ではあるが、誰も来ない田んぼの畦道を運転した思い出。大人として認められた高揚感と、

その初めて味わう爽快感。私の初めてのバイクもスーパーカブだった。

　このスーパーカブの前身がカブ号F型である。1952（昭和27）年に発売された、自転車に簡単

に取り付けられるカブ号は、全国の自転車店を代理店としたホンダ独自の販売戦略もあって爆発

的に売れた。翌1953年には月産1万台にもなったという。日本機械学会は、2007（平成19）年、

当時の流通網を大きく変革させ、大量生産の工業製品としての二輪車の市場を大きく拡大する

きっかけになった歴史的な機械として、カブ号F型を機械遺産第14号に認定している。今見て

もかっこいい“白いタンクに赤いエンジン”は、デザインを重視した本田宗一郎氏のアイデアで

ある。しかしデザイン以上に重視したエンジン性能や乗り心地は、買い手と作り手には「権利と

義務」があるとした本田宗一郎氏、その良き理解者であった藤沢武夫氏にとって、自転車ベース

で満足できようがない。

 “ そば屋が出前に片手で乗れる…”世界のどこにもない実用バイク・スーパーカブは、世界に例

のない高性能4サイクル50ccエンジンに、独自のフレームや樹脂製フロントカバー、自動遠心

クラッチ、完全密閉式チェーンケース、17インチタイヤ等々、その60年以上にわたって変わら

ぬ優れたスタイリングも含め、ホンダの当時の社是でもある、“わが社は、地球的視野に立ち、

顧客の要請に応えて、性能の優れた廉価な製品を生産する”を具現化して誕生したのだと思う。

それはまた、本田宗一郎氏の言う“99の失敗、一の成功”を積み重ね、“得意をみんなして出し合っ

て”作ったホンダ・スピリッツの結晶の一つである。結晶は、その後も途切れることなく磨き続

けられ、発売されて半世紀を超える、世界生産累計１億台（2017年10月達成）を超えるロングセ

ラーとなった。そして日本自動車殿堂は、2009（平成21）年にスーパーカブを「日本自動車殿堂 

歴史遺産車（「歴史車」より改称）」として登録している。

　本書は、カブ号、そしてスーパーカブの始まりから現在までの足跡と変遷が、カタログをベー

スに時代を追ってまとめられている。その膨大なカタログを眺めつつ、あくまでも利用者の側に

立ち、時代に合わせて変わるべきは変え、変わらぬべきは変えずにきたスーパーカブの一貫した

素晴らしさに、今更ながら気がついた。

　グローバル化の中で、日本だけではなく世界中のモノづくりが不透明な状況にある。本書は単

なるカタログ集を超えた、日本のモノづくりの指針にもなるのではないだろうか。過去から現在、

明日に向かって、今も進歩を続けるスーパーカブは、日本のモノづくりに勇気を与えてくれるの

である。

国立科学博物館  理工学研究部  科学技術史グループ  グループ長 　鈴木 一義
（役職は2012年当時）



目　次

■日本のモノづくりの指針にもなるスーパーカブシリーズ
 国立科学博物館 理工学研究部 科学技術史グループ グループ長　鈴木一義／ 2

スーパーカブシリーズの歴史
	 ロングセラーモデルの軌跡
 第 1 章 自転車用補助エンジンの時代 …… 4
 第 2 章 スーパーカブ誕生 …… 8
 第 3 章 新エンジンの搭載 …… 15
 第 4 章 経済性をさらに追求 …… 18
 第 5 章 新しい時代の幕開け …… 22
 第 6 章 伝統を守る次世代モデル …… 31

スーパーカブの歩み
	 カタログでたどるモデル変遷
	 	 1952-2018.. . . . . . . . .33

■スーパーカブシリーズ年表／ 169
■参考文献／ 173
■スーパーカブシリーズ世界累計生産台数グラフ／ 173
■編集・取材・資料協力／ 173
■編集後記／ 174



4

第1章　自転車用補助エンジンの時代

■1946年、軍の放出エンジンからA型エンジン誕生
　終戦後の当時、利用の方法もなく、放っておかれた旧
陸軍の発電用の小型発動機を自転車用補助エンジンに利
用できないかということに着目したのが本田宗一郎であ
った。当時のホンダ関係者の証言によると1946年（昭和
21年）10月に浜松の山下町に本田技術研究所が設立さ
れ、まずこれらのエンジンをあちこちから集めてきて改
造し、加工して自転車に取りつけて売り出したのが事業
の始まりであったという。後年に本田宗一郎は、社内の
座談会の席で「三国商工にあったこれらのエンジンは500
台ほど」と語っており、10台を一週間ほどで仕上げて販
売していたという。
　その後、この放出品だった小型発動機が底をついたた
め、1947年（昭和22年）7月頃からホンダは初めてエンジ
ンの設計を行なった。これが特許（1947年5月）になった
エンジンで、シリンダー・ヘッドの頭の部分がとび出した、
通称「エントツ式エンジン」であった。2基製作されたこ
のエンジンは、非常に調子が良く性能面も良かったが、
当時の工作機械では加工が難しく製品化するには問題が
多かったようで、開発は中断されている。しかし、このエ
ンジンの基本構造などを生かしながら、新しく設計して
誕生したのが、2サイクルのA型エンジンであった。

■1947年A型エンジン生産
　A型エンジンは1947年（昭和22年）11月に試作が完
成、同年12月から本田技術研究所の山下工場で生産が始
まった。2サイクルのロータリーバルブ、50.3ccのエンジン
で、出力は0.5馬力程度であったという。このエンジンに

は記念すべきホンダの最初のエンジンとして、当時使用
されていたアルファベットの「A」が付けられている。こ
のエンジンには、変わったエピソードが残っているので
本田宗一郎の証言の要約を一部紹介したい。
　「最初にエンジンを作った時だから昭和22年のことで
す。その時分はどこにもバイクなんてものはなく、みんな
足で自転車のペダルを踏んでいた頃なので、できあがっ
た時はうれしくてね。早速それに乗って料理屋に行った。
ところが、食事をしている最中に盗まれてしまって、し
ょんぼり帰ったことがある。（後略）」
　敗戦後の日本がまだまだ混乱していた時代であり、こ
のような盗難事件も多かったらしい。だがこのA型エン
ジンは発売されると、従来の自転車に簡単に取り付けら
れることで好調な販売を示し、生産は1951年（昭和26
年）まで続けられた。

■本田技研工業設立とレース
　1948年（昭和23年）9月、資本金100万円をもって、本
田技研工業株式会社が設立された。当時、A型等の補助エ

通称エントツ式エンジ
ンのカットモデル。シ
リンダー上部がエント
ツのように飛び出して
いることで、名づけら
れたという。写真のエ
ンジンは、当時設計を
担当した河島喜好（本
田技研工業2代目社
長）の記憶によりホン
ダコレクションホール
で製作された複製。

本田技術研究所の発祥の地となった浜松市の山下工場は、1946年か
ら1953年まで稼動した。約15.5m×21.5mほどの敷地であった。

1946年に本田宗一郎が、放出品であった小型発動機を使って製作し
た自転車用補助エンジンは、Vベルトによる駆動方式を採用。
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ません。そこで、我が国がスピードアップしたいと言って
も、一度に自動車や飛行機に転換することは諸種の条件
によって難しいことです。
　現在、我が国で最も普及されている乗り物は自転車で
すが、これに機動力をもたせて、せめてスピード時代の
世界の仲間入りをしていただくために、自転車補助エン
ジンを考えたのです。これは国内のためのみならず、この
種のものでは、海外に輸出できるものをと、設計にかか
りました。先ず取り扱いの簡便なもの、大衆に親しめる
もの、見ただけで愉快に感ずるもの、各国人に愛される
スマートなものでなくてはなりません。さらに自転車が
土台になるのだから、目方の軽いことも絶対条件です。
その上値段も安く、堅牢な、燃料消費の少ない経済的な
ものでなくてはなりません。以上の様なことを重点的に
考慮に置いて設計にかかりました。
　昭和22年に弊社は我が国でも一番早く、このカブと同
じボアのA型エンジンをつくりましたが、これは自転車
フレームの三角になった真ん中に取り付ける設計であっ
たので、重心が高くて安定感を欠き、時には衣服を汚す

ンジンをつけた自転車はバイクモーターと呼ばれて親し
まれたが、より高い性能が市場から求められるようにな
ってきた。そのころ試作されたのがB型エンジンで、89cc
に排気量を拡大して、最高出力を1.2馬力とした。このB
型エンジンは、三輪の車体に搭載したが、実用的な性能
に及ばず、生産は小数で打ち切られている。その後96.2cc

（ボア50mm×ストローク49mm）に排気量を拡大し、2.3
馬力として開発されたのが1949年（昭和24年）1月に開
発されたC型である。このC型はさらに改良されて3馬力
で最高速度50km/hまで性能がアップされ、1949年（昭
和24年）に二子玉川で行なわれた日米対抗オートバイ競
争においてクラスで優勝を果たした。

■カブ号F型の開発思想
　1950年代の日本では、庶民が最も移動手段に多用して
いたのは、自転車であった。普及している自転車をベース
にして、補強などせずに簡単に動力源を取り付けられれ
ば大きな需要を生む事になる、事前に発売していたA型
の良さは継承しながら、さらに利便性を向上させたモデ
ルの開発が急がれた。このA型の後継モデルとして開発
が進められたのが、“自由奔放に走りまわる野獣の子”を
イメージしたカブ号F型であった。
　当時本田宗一郎社長は、非常に明快にこのカブ号F型
の開発コンセプトについて語っており、下記のような文
章を残している。
　「カブ号を設計するに当たって　本田宗一郎
　私は次ぎに述べるような根本原因によって、このエン
ジンを設計致しました。
　今や世の中は、世界をあげてスピードアップされてい
る現状であります。それなのに我が国が今もって自転車
を人力により、ノロノロ動かしておりますが、日本といえ
ども、世界の一環である限り、例外であり得る筈はあり

あらたに開発されたA型エンジンが装着された自転車。水滴型の燃
料タンクは、鋳造湯たんぽの工場のラインで鋳造されたという。

信頼性を向上させたホンダ製フレームにC型エンジンを搭載したモデ
ル。1949年に完成した記念すべきホンダ初の完成車である。

ホンダの創業者で
ある本田宗一郎は、
クルマの修理工場
であった東京湯島
にあったアート商
会などで学び、本
田技術研究所を設
立した。
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他に輸出し、同年10月には資本金が僅か600万円の時代
に、4億5,000万円におよぶ輸入工作機械の購入を決めて
いる。同じ頃、フィリピンにもドリーム号などを輸出して
いたが、本格的な輸出ではなかった。これは藤沢武夫の
海外輸出に対する構想があった。
　「大量生産というものは、大量の輸出が望めて初めて
可能になる。それを可能とするのは、アメリカという巨大
な市場において他にない。そこで成功を収めれば、必ず
他の市場でも成功する。だからアメリカとは、本格的な体
制ができるまでは、軽々しく取り引きすべきではない」
と語っている。そしてこの商売の本質を見抜いた判断と
共に、発売以来のスーパーカブの爆発的な需要によって、
アメリカへの輸出が進められた。そして1959年（昭和34
年）6月には、ロサンゼルスにアメリカ・ホンダが設立さ
れ、本格的なアメリカ進出が開始されることになった。ロ
サンゼルスが選ばれたのは雨が少なく、気候や風土が温
暖なことにあった。そしてホンダは、オートバイを明るい
市民の乗り物としてのイメージを確立するためスーパー
カブを使って大規模なキャンペーンを展開した。この“ナ
イセスト・ピープル・キャンペーン”は、アメリカ市民の心
をとらえた。この宣伝はいままでの業界紙を中心とした
広告と異なり、『ライフ』『ルック』『ポスト』『プレイボー
イ』等の雑誌を効果的に使って実施されている。そして
この広告によって、学生、主婦なども含めた幅広い層に、
スーパーカブが身近な乗り物であるというイメージが定
着した。当時『ライフ』誌は「ホンダに恋をしたアメリカ」
と題して次の一文を、掲載している。
　「このロマンスはホンダがわずかに4年前アメリカにや
って来たときに始まりました。実際、ライフ誌のスタッフ
のだれひとりとして1959年にはかようなロマンスの花が
咲くのを予期もせず、またそのあとに来た交通革命を夢

　ボディカラーは、当時のデザイン関係者によれば、人間
が一番違和感の持ちにくい、空や海と同じブルー系で推
進したという。ネーミングは、カブ号の後継もモデルとし
て検討され、カブ号に比べて性能面でも使い勝手も良い

“スーパー版”と考え、“スーパーカブ”の名称が決まった。
これは1958年（昭和33年）明けの仕事が一段落した頃の
ことであった。
　スタイリングは、本田宗一郎によって徹底してスリム化
や合理化が求められており、横幅なども最小限に抑えら
れ、エンジンなどやチェーン、ワイヤー類なども巧妙に隠
されていた。これは本田宗一郎のオートバイに対する“美
学”であったと開発責任者だった原田義郎は語っている。
　開発期間は約２年弱であり、当初の計画では1958年5
月に生産開始であったが、実際には1ヵ月ほど遅れたと
いう。

■意外な販売台数を提示した、藤沢武夫の返答
　1957年（昭和32年）の末に当時専務であった藤沢武夫
を含め、研究所内においてモックアップを囲んで本田宗
一郎が説明をして「専務、どれくらい売るんだ？」と聞い
たところ、藤沢は「まあ月に3万台だよ」と答えたとい
う。その数字は最量産車種のドリーム号と比べても5倍以
上の数字であったので、同席していた開発者関係者には
信じられなかった数字だったそうだ。しかし、生産を開
始した1958年度は約2万4,000台であったが、翌年の
1959年（昭和34年）には年間生産は16万7,443台となり、
1960年（昭和35年）は年間生産台数は56万4,365台に達
し、この藤沢武夫の予言は現実のこととなったのである。

■アメリカへの進出と広告展開
　1952年（昭和27年）6月には、ホンダはカブF型を台湾

1958年に誕生したスーパーカブ号C100型。このモデルの開発は1957
年頃から本格化したようだが、生産は翌年の6月なので開発期間は2
年弱程度という短期間で行なわれたことになる。

アメリカ向けの輸出モデルは、ダブルシートが標準装着されていたた
め、広告宣伝には2人乗車の写真カットが多用され、展開された。こ
の輸出仕様はテールランプに異なるデザインが採用されている。
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ー交換の際には、ネジ4本のみで脱着可能とするなど整
備性も改善された。また同じようにリトルカブやプレスカ
ブに対しても同様なマイナーチェンジが施されたが、ス
ーパーカブC90に関してはそのまま継続販売されている。

■スーパーカブ誕生50周年記念車の発売
　1958年（昭和33年）にスーパーカブが誕生してから50
年目を迎えた2008年（平成20年）7月に、スーパーカブと
リトルカブに魅力的なモデルが期間限定で発表された。ス
ーパーカブ50は、ブラックのボディカラーにブラウンの専
用シートが装着され、リトルカブには初代スーパーカブを
モチーフにしたカラーリングが採用されていた。どちらの
モデルもゴールドを基調にした50周年を記念するエンブ
レムがサイドカバーに取りつけられており、“50年目のあ
りがとう”というカタログのキャッチコピーと共に、多く
のスーパーカブファンの注目を集めた。

第5章　新しい時代の幕開け

■新世代スーパーカブ110の登場とスーパーカブ
C90の終わり
　2009年（平成21年）6月、ステップスルー式のスーパー
カブシリーズの中でも最大排気量となるスーパーカブ110
が、まったく新しいボディにOHC 4サイクル・109ccのエ
ンジンを搭載して登場した。このスーパーカブ110は、今
までのスーパーカブの血統を引き継ぎながら、すべての
面で一新したモデルだった。開発に携わった髙田康弘は
この新型のコンセプトに関して以下のように語っている。

年（平成19年）9月に環境対応した新しいスーパーカブが
誕生した。ボディデザインなどには大きな変更は加えら
れず、クランクケースが従来のシルバーからブラックに塗
装が変更されたこと、マフラーガードがパイプ形状から
金属パネルに変更されたこと以外、各種の警告ランプが
追加された程度に過ぎなかったが、逆にエンジンには数
多くの新しい部品や技術が採用されていた。スーパーカ
ブシリーズでは初めて燃料噴射装置（フューエルインジェ
クション＝PGM-FI）の導入とともに燃料ポンプが装着
され、エキゾーストパイプ内蔵の排気ガス浄化装置（キャ
タライザー）が専用開発されたことで、O2センサーなども
取り付けられて、二輪車でも課題になってきた排出ガス
などに対策が施された。さらにこの新型エンジンには、効
率の良いエンジンとするためオフセットシリンダーや、エ
ンジン内におけるフリクションを低減するために、ローラ
ーロッカーアームや新しいピストンなどが組み込まれ、最
高出力3.4ps/7,000rpmであった。他にもエアークリーナ

基本デザインを大きく変更することな
く、50年以上にわたって存続生産され
るスーパーカブは、異例のロングセラ
ー製品となった。時代の急激な変化に
も大きく揺らぐことなく、市場の要望
に応えながら提案型商品や仕様の変更
を行ないつつ、ユーザーの支持を集め
てきた。このスーパーカブとリトルカブ
の2台は、スーパーカブ誕生から50周
年を記念する2008年に期間限定モデ
ルとして特別色で発売された。

最新の燃料噴射装置を導入するなど、高度な技術で排気ガスなどの
クリーン化を推し進めたスーパーカブ50。欧州などの諸外国におい
ても、これほど小さなエンジンをクリーン化した例は少ない。
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■�2017年10月、シリーズ中最大級の排気量を誇
るスーパーカブＣ125がデビュー

　スーパーカブC125は、歴代のスーパーカブシリーズ60
年という歴史の中でも、最大排気量の原付二種・125ccク
ラスのモデルである。2017年10月の東京モーターショー
で参考出品されていたC125のモデルの完成度は高かっ
た。2018年6月にほぼそのままの仕様で発表され、発売
は2018年9月14日となった。
　エンジンは、プライマリーギアをヘリカルギアとしたほ
か、より精度の高いクランクジャーナルベアリングを採用
することで、エンジン音の静粛性をより高めるとともに、

クラッチダンパーラバー素材の最適化を図るなど、より質
感の高いスムーズな変速フィーリングを図っており、車体
は、スーパーカブ110のフレームをベースに、ヘッドパイ
プ回りの構成部品やエンジンハンガーの剛性を高め、
125ccクラスのエンジンの動力性能とバランスがとれたハ
ンドリングを実現することを狙ったという。さらにハンド
ルマウント、シートマウント、ステップ踏面にラバーを取
り付けることで振動低減を図り、乗員の快適性を高めて
いる。フロントフォークは、テレスコピック式として、切削
加工仕上げの専用アルミキャストホイールに加えてフロ
ントブレーキには、125ccクラスのエンジンの動力性能に
対して十分な制動力を確保するディスクブレーキを採用
するなど、各部が現代のオートバイと遜色ない仕様とな
っている。
　また、四輪自動車には既に普及している、スマートキー
システムが導入され、スマートキーを携帯していれば、メ
インスイッチノブの解施錠を可能とすることができるこ
とも、歴代のスーパーカブにはなかった装備である。ヘッ
ドライト、テールランプ、ウインカーなども、新型のスー
パーカブ同様にLEDを採用している。

ベースモデルは、スーパーカブ50プロ／110プロであるが、クロスカブ
50の車体寸法は、全長のみ20mmコンパクトになっているだけで他は
同寸法。この写真のクロスカブ110は、全長では75mm増の1,935mm、
全幅も75mm広がって795mm、全高は40mm高い1,090mm。走破
性を意識したこのモデルは、最低地上高は157mmと110プロに比べ
て26mm高く設定されている。価格は、クロスカブ50が270,000円

（税別）クロスカブ110が310,000円（税別）であり、スーパーカブ50
プロ／110プロに比べてどちらも35,000円高くなっている。

このスーパーカブC125の特徴はデザインである。レッグシールドか
らリアフェンダーにつながる滑らかな曲面で構成された「S字」のシ
ルエットに、初代モデルの「スーパーカブ C100」を彷彿させる、通称

“カモメハンドル”のデザインを取り入れたスタイリングとしている
のが特徴。

C125に搭載されるJA48 
E・空冷４ストロークOHC
単気筒エンジン。124ccの
排気量で、最大出力7.1kw 

［9.7PS］／7,500rpm、
最大トルク10N・m［1.0 
mgf・m］／5000rpmの
性能。

2017年の東京モーターショーで参考出品されたスーパーカブC125。
リアフェンダーの左右に取り付けられたリフレクター等は、後の
C125の量産型とは異なる仕様。
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“軽い、速い、貴方も乗れる‼”というコピー（右上）と共に軽量小型でデラック
スなオートバイで、洗練されたデザインと丈夫な車体、乗り手を選ばないこと
など、スーパーカブの独自の特徴を伝えている。“必ずお気に召すあなたの自家
用車となりましょう”とあるのは、当時の乗用車が庶民にとっては手の届かない
「高嶺の花」であり、バイクが自家用車の代役だった時代の表現である。スーパ
ーカブの上に加えられた「C」の文字はカブの頭文字を示すものと思われる。発
売当初のカタログには、このように女性を登用して宣伝していることが多い。

1959年（昭和34年）11月16日の新聞広告。“月産50,000台のスー
パーカブ”の宣伝をしながら三重県鈴鹿市に建設する新工場のことを語っ
ている。生産記録によれば、発売初年度は2万5,000台ほどが、1959
年末には生産累計台数は8倍の20万台近くに達していた。下段には「外
注工場を求む」の広告を入れる事によって、スーパーカブが爆発的にヒッ
トしていることを語っている。この鈴鹿製作所は1960年（昭和35年）4
月に発足し、増産体制は着々と整っていった。
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これらのスーパーカブの広告群は、すべて東京グラフィックデザイナーズの尾形次雄が中心になって制作されたもの
で、二輪専門雑誌だけでなく、当時の一般週刊誌などに掲載された作品。上最左は第一作となった「蕎麦屋編」の第二
弾「矢切の渡し編」として製作。一連の広告に登場する人物は一部を除いてプロのモデルではなく、尾形氏によれば上
中央の釣りをしている人は、当時ホンダの広告を担当していた人物で、下左の手を上げてスーパーカブに乗っているの
は、ホンダの営業マンを起用したという。また、下中央の散歩中の広告は、藤沢武夫をイメージしている。日常生活の
さりげない場面の中で、新しい乗り物であるスーパーカブがいかに便利な製品であるかを、ユニークなタイトルやキャ
プションも含めて的確に表現されている。
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前頁と同時代のスーパーカブC100とC105のカタロ
グ。1960年（昭和35年）12月20日施行の道路交
通法で、51ccを越える原付の最高時速がそれまでの
25kmから40kmになり、2人乗り可能、右折方法等
の変更によって排気量51cc以上の原付二種の人気が
高まりをみせていた。また用途が広がるにつれて、ス
ーパーカブの更なる高性能化を望む声もあり、ホンダ
はそれに対応して、1961年（昭和36年）8月に
C100のボアを2mm広げた55ccモデルをC105と
して投入した。同時にC100よりテールランプを大き
なサイズに変えて車体色もブルー系からブラウン系に
変更している。リアに取り付けるタンデムシートとリ
アステップ追加分はわずか2,000円増に抑えられてお
り良心的な価格設定であった。価格は、C105が
57,000円であった。

この積水化学による広告は、1961年（昭和36年）4月3日の新聞に掲載されたもので、スーパー
カブのフロントカバーがセキスイの射出成型機で作られた製品のひとつとして紹介されている。１工
程で成型できる射出成型機に着眼したホンダは、このフロントカバーにハイゼックスという素材を使
用した。



67

アメリカでの宣伝活動は、当時ロサンゼルスにあった大手広告会社のグレイ社によって行なわれたが、その担当者が来日された際に藤沢武夫は、「日本で展開し
ている宣伝広告をそのままやれば良いんだ。日本でやっている考え方でやれば良い」と指示したと日本でのスーパーカブの広告を担当した尾形次雄は後年語っ
ている。その後同社によって、第一弾は「ホンダに乗ると素晴らしい人々に会える」という“YOU MEET THE NICEST PEOPLE ON A HONDA”が展開され、
第二弾は「ホンダに乗ると素晴らしいことが起きる」という、“THE NICEST THINGS HAPPEN ON A HONDA”　キャンペーンが実施された。

あまりにも有名なナイセスト・ピープルの広告は、「バイクは、ブラックジャ
ケットと呼ばれる不良の乗り物」という当時のアメリカ市民のイメージを変
えたと論評されるキャンペーンで、米国における1961年～1963年頃の販
売の原動力になった。さまざまな広告に多用されたキャッチコピーの“YOU 
MEET THE NICEST PEOPLE ON A HONDA”は、「ライフ」、「プレイボー
イ」などの媒体誌を通じて、グレイ社によってアメリカ西部の11州で展開
された。国内では1963年（昭和38年）10月のモーターショーから始まり、
一般週刊誌に「ホンダに乗れば素晴らしい人に会える」と取り上げられた。
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このページの8点の広告類は、販売店用に配られていたカタログ
で、性能から各部の仕様などが非常に丁寧に書かれているので排
気量と仕様の違いが良くわかる。C50では“モペット”の言葉が使
われており、C65では2人乗りできることを宣伝し、C90では
“カブ一番の力もち…7.5馬力！”とそれぞれの特徴を捉えている。
下のホンダCT50は、“スーパーカブの扱いやすさに野生的な魅
力をプラス”と表現し、このクルマがスーパーカブから派生したモ
デルであることが語られている。バインダーでとめる形式になっ
ており、スーパーカブシリーズの他にもホンダ車の各ラインナッ
プが解説されていた。
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1982年（昭和57年）、スーパーカブ50SDX（スーパーデラックス）をベースに全身を赤くした「赤カブ」が登場した。表紙にはスーパーマンとスーパーカブを
掛け合わせ、“都会がスーパー機能を味方にした。SUPERMAN CUB”と書かれた記載がユニーク。この異色のモデルに関しては、当時の関係者からは「価格
設定の高いスーパーカブを商品化したかったことが理由のひとつである」とお聞きしたことはあるけれども、このモデルが誕生した本当の理由はわかっていな
い。ただ、スペックは50SDXと同じだが、新しい需要を狙った初のスポーティなスーパーカブであることは間違いない。全体は樹脂部品も含めてレッドを主
体にしたカラーリングとして、エンジン、チェーンカバー、ブレーキドラム、ライトリムなどがブラック基調とされた。さらに左右のミラーステーやリアキャリ
アに黒いラバーが追加され、スーパーカブのイメージを払拭するようなスタイリッシュなモデルにまとめられていた。
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1998年（平成10年）7月には、ホンダ創立50周年を記念したモデルとしてリトルカブ50thアニバサリースペシャルが登場。ボディカラーは初代スーパー
カブ「C100」をイメージした、マルエムブルーとノスタルジックブルーの2色で塗り分けられ、シートは赤色になっている。ちなみにマルエムとはC100の開
発時に使われた記号から付けられたものだろう。シート下のサイドステッカーも「C100」を連想させるデザインを採用。価格は通常の量産モデルと同じで、サ
イドカバーに50周年記念エンブレムと記念キーが付いた特別仕様だった。
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リトルカブ・55周年スペシャル

Little Cub
55th Anniversary Special

受注期間限定モデル

車体色：ブラック

Super Cub 55th                                 Anniversary

本 田 技 研 工 業 株 式 会 社
〒107-8556 東京都港区南青山2丁目1番1号
本カタログの内容は 2013年11月現在のものです｡

Honda お客様相談センター
全国共通フリーダイヤル　　0120-086819（受付時間：9時～12時 13時～17時）

オーハローバイク

■インターネットや携帯サイトでリトルカブの情報をお伝えしております。

PC http://www.honda.co.jp/LITTLECUB/
携帯 http://dream.honda.co.jp/LITTLECUB/

お問い合わせ、ご相談はお近くのHonda二輪車
正規取扱店または下記お客様相談センターまで。

二輪車排出ガス規制
＆ 騒音規制適合車

■道路運送車両法による型式認定申請書数値（シート高はHonda測定値） ■製造事業者/本田技研工業株式会社 ★リターン式は停車時のみロータリー式になるチェンジ機構です。

Specifications リトルカブ・55周年スペシャル 主要諸元 （セル付き仕様）
車名・型式
全長/全幅/全高（mm）
軸距(mm)
最低地上高(mm)
シート高（mm）
車両重量（kg）
乗車定員（人）
最小回転半径(m)

始動方式
点火装置形式
変速機形式
タイヤ（前/後）
ブレーキ形式（前/後）

懸架方式（前）
　　　　（後）
フレーム形式

ホンダ・JBH-AA01
1,775/660/960

1,190
115
705
81
1

1.8

セルフ式（キック式併設）
フルトランジスタ式バッテリー点火

常時噛合式4段リターン★ 
2.50-14 32L/2.75-14 35P
機械式リーディング・トレーリング

ボトムリンク式
スイングアーム式
バックボーン式

エンジン型式・種類
総排気量（cm3）
圧縮比
最高出力（kW［PS］/rpm）
最大トルク（N・m［kgf・m］/rpm）
燃料供給装置形式
燃料タンク容量(L)
燃料消費率(km/L)*

 

AA02E・空冷4ストロークOHC単気筒
49

10.0
2.5［3.4］/7,000

3.8［0.39］/5,000
電子式〈電子制御燃料噴射装置（PGM-FI）〉

3.4
113.0(30km/h定地走行テスト値)

＊燃料消費率は定められた試験条件のもとでの値です。お客様の使用環境（気象、渋滞など）や運転方法、
　車両状態（装備、仕様）、整備などの諸条件により異なります。 
※本仕様は予告なく変更する場合があります。※写真は印刷のため、実際の色と多少異なる場合があります。
※PGM-FIは本田技研工業株式会社の登録商標です。

※価格の表示は2013年11月現在のものです。※価格（リサイ
クル費用を含む）には保険料・登録などに伴う諸費用は含まれて
おりません。※価格は参考価格です。また一部地域では異なり
ます。詳しくはHonda二輪車正規取扱店にお尋ねください。

リトルカブ・55周年スペシャル　　　　　　　　メーカー希望小売価格 ￥249,900 （消費税抜本体価格￥238,000） C50LMⒺYD

受注期間：2013年11月8日～2014年1月26日受注期間限定モデル

車体色：ファイティングレッド

スーパーカブシリーズは、誕生55周年を迎えました。（2013年11月現在）

スーパーカブC100が、55周年を迎えた2013年（平成25年）11月
に受注期間として、“リトルカブ・55周年スペシャル”が投入された
（上右／上左）。特徴的なのは、車体色でボディはブラックとファイティ
ングレッドの2色を基調としており、サイドカバーにメッキが施され、
ホイールリムは両タイプ共に赤という思い切った配色であった。関係者
によると、この記念車の樹脂パーツの着色などには、工数やコストがか
かっていることを教えてくれた。SUPER　CUB　55YEARS　と書か
れた専用のエンブレムが付き、どちらのモデルも249,900円（税別）

【立体商標記念モデル　リトルカブ・スペシャル】
ホンダのスーパーカブの特な形状が、特許庁により“立体商標”として登録さ
れたことを記念して、リトルカブのスペシャルモデルとして2015年（平成27
年）2月にリトルカブ・スペシャルの名称で限定車が発売された。
ベースになったのは、リトルカブの標準モデルのセル付きで、4速ミッションを
備えていた。車体色は、パールコーラルリーフブルーの専用色が施され、定価
は220,000円（税別）だった。このモデルも2015年3月29日までを受注期
間と定めた限定モデルであった。
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伝統的なスタイルを復活させた新型スーパーカブは、ヘッドライトに加え
て、前後のウインカーも丸型となり、メーターも全体のボディフォルムも
滑らかな曲線で構成されている。また日本郵便からの要望に対応したとい
う左右取り外し可能なサイドカバーは、右側には電装系部品が収められて
いるが、左側は以前のモデルのように書類などを収納することが可能とな
り、使い勝手も向上している。長い伝統のあるスーパーカブの独自のスタ
イリングを継承したモデルともいえる。

スーパーカブ50プロ／110プロも同時にフルモデルチェンジされた。取
り回しの良い14インチタイヤ、手元灯にもなるポジションランプ、パー
キングブレーキなどは、そのまま継承されているが、丸型のヘッドライト
はＬＥＤ化されて小型化されている。またスーパーカブ110プロではドラ
イブチェーンがサイズアップされており、更なる耐久性の向上が図られた。
車体色は、50プロ／110プロのどちらもセイシャルナイトブルーの一色
のみの設定であり、日本の熊本製作所で生産される。

2017年（平成29年）10月に熊本製作所において、スーパーカブシリーズの世界累計生産台数１億台達成記念の式典が盛大に催されたが、同時にそれは新型
のスーパーカブ50／スーパーカブ110の発表の場でもあった。2012年3月から中国を拠点としで生産されていたスーパーカブに替わり、この新型は再び日
本国内の熊本製作所で生産される新型車種であった。発売日は、2017年11月10日で、価格は標準モデルのスーパーカブ50／スーパーカブ110がそれぞ
れ215,000円／255,000円とされ、従来のモデルから36,000円／37,000円（すべて税別）の価格アップであった。新型の導入時に作られた最初のこのカタ
ログ表紙でもわかるように、外観の大きな違いは、丸型ヘッドライトが再び採用されたことと、伝統あるスタイリングデザインが復活したことだろう。
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■スーパーカブシリーズ年表
年 月 日 内　容

1947 7 ─ 通称「エントツ式エンジン」の開発を開始
11 ─ A型自転車用補助エンジン試作第 1号完成
12 ─ A型自転車用補助エンジン生産開始

　山下工場で A型自転車用補助エンジン生産開始。A型エンジン部品の一部よりダイキャスト化開始

1952 3 ─ 自転車用補助エンジンカブ号 F型試作完成
6 ─ カブ号 F型発売
─ カブ号 F型、台湾他へ輸出

12 ─ カブ号 F型月産 7,000 台突破

1953 4 ─ カブ号 F2 型生産開始

1958 8 1 スーパーカブ C100 発売
　エンジンは空冷 4ストロークOHV単気筒。生産は大和工場（旧埼玉製作所和光工場）

1959 5 ─ スーパーカブ生産 1万台突破

1960 4 ─ スーパーカブ C102（セル付き）発売
─ 鈴鹿製作所、操業開始

10 ─ スポーツカブ C110 発売

1961 3 ─ CA100T トレール 50（輸出）導入
─ 全国高校、中学、1万 5,453 校にスーパーカブ寄贈

6 ─ スーパーカブ生産累計 100 万台を達成
8 ─ スーパーカブ C105（55cc）発売
─ スーパーカブ全機種の生産を鈴鹿へ移管

10 ─ スポーツカブ C115 発売
─ 鈴鹿製作所から台湾へノックダウン輸出開始

1962 6 ─ カブレーシング CR110 発売
7 ─ ポートカブ C240 発売
─ ─ スーパーカブ生産 200 万台突破

1963 10 ─ スーパーカブおよびスポーツカブが、世界の優秀品としてフランスのモード杯受賞
11 ─ 「世界のナイセストピープルホンダに乗る」雑誌広告賞受賞
─ ─ ハンターカブ C105H 発売
─ ─ スーパーカブ生産 300 万台突破

1964 5 ─ ホンダ CT200（ハンターカブ）導入
10 ─ ホンダカブ CM90 発売
12 ─ カブシリーズとして初のOHCエンジンを採用した、スーパーカブ C65 を発売

─ スポーツカブ CS65（OHC）発売

1965 12 ─ スーパーカブ C90 発売
　OHC単気筒エンジン搭載

1966 5 ─ スーパーカブ C50 発売
　 OHC 単気筒化。最高出力 0.3ps アップ、発生回転数も 500rpm高まり 4.8ps/10,000rpm、最大トルク値も 0.03kg-m 向上の 0.37kg-m/8,000rpm
に。最高速度 5km向上の 75km/h、燃料消費は 90km/L。エキゾーストパイプとマフラーを溶接結合にし強度と静粛性を増加。価格は C100 よ
り 2,000 円アップの 57,000 円

1967 4 ─ スーパーカブ生産累計 500 万台突破

1968 8 13 ホンダ CT50 発表
　2輪車で初めての副変速機〈スーパートルク〉を採用

13 スーパーカブ C90〈ニュータイプ〉発表
　フロント部に 2輪車初のポジションライト装備。キーライト装備

13 スーパーカブ C90M〈ニュータイプ〉発表
20 ホンダ CT50 発売

9 20 スーパーカブ C90〈ニュータイプ〉、スーパーカブ C90M〈ニュータイプ〉発売
11 9 スーパーカブ生産 600 万台突破

1969 1 7 スーパーカブ C70、C70M発表発売
　ポジションライトをフロント中央に新設。キーライト採用

7 スーパーカブ C50 にポジションライト、キーライト装備

1971 1 7 スーパーカブデラックスシリーズ C50DX、C70DX、C90DX 発売
　 タンクが C100 以来のボルト締め別体から一新、左右からモナカ合わせされた鋼板プレスボディー内の内蔵式に、車体寸法は 50 から 90 までほ
ぼ同じ数値に変更。ハンドルはフライングスタイルと呼ばれる V字のカモメ型で全幅は 655mm。ポジションライトとサイドリフレクター、前
後輪どちらの制動でも点灯するブレーキランプを装備

2 1 スーパーカブ C50DXM、70DXM、C90DXM発売
3 9 新聞配達専用の装備を施した、ニュースカブ 90 発表
3 15 ニュースカブ 90 発売
─ ─ ホンダ CT90 発売

1973 10 ─ スーパーカブ生産 800 万台突破

1974 9 ─ スーパーカブ生産累計 1,000 万台を達成



編集後記

　スーパーカブは意外なことに、誕生当時は幅広いユーザー層をねらい、女性をターゲットとした宣伝
をしている。1960年代になって、商業用としての実用性も訴求するようになり、その宣伝手法を変えた。
1960年代後半になると、バリエーションが増え、排気量も広がった。1970年代になると、豪華仕様のモ
デルがつくられる。1980年代になると、省エネルギーに向けた新しいモデルが登場している。1990年代
になると、スーパーカブは成熟期を迎え、派生モデルが投入され、商用というよりファッション性の高い
仕様も誕生した。以後、環境対応を図り、そして、2012年よりスーパーカブの生産工場を海外に移管したが、
2017年に再び熊本製作所で生産されることになり、現在に至っている。
　本書では、60年以上も生産され続けているスーパーカブが、日本の経済状況や時代の要請とともに変化
してきたことが分かっていただけると思う。

　また私は、この十数年にわたって、スーパーカブに関係してきた方々とお会いし、お話を伺ってきた。
　初期のホンダの四輪車の開発責任者を務め、ホンダF1の設計者であり監督でもある中村良夫氏は、『自転
車は、発明初期こそ様々な形があったが、現在の形になってからほとんど基本形を変えぬまま、100年以上
の歴史を経ており、このような例は極めて少ない。スーパーカブもまた、同じようなものであろう』と教
えてくれた。技術に対して冷静で厳しい目を持つ中村氏のこの評価を聞いて、私のスーパーカブに対する
イメージは、大きく変化した。
　カワサキマッハシリーズや、Z1／Z2などの名車を開発した技術責任者である大槻幸雄氏は、『カワサキ
がオートバイ市場に本格的に参入しようと決断したきっかけは、スーパーカブの大ヒットであった。我社
が最初に開発した50ccのモペットは東京帝国大学出身の優れた技術者らが担当したが、販売に踏み切る
までに技術的故障が続発し、販売も結局成功しなかった。小型バイクであっても初めての開発の難しさを
痛感した。カワサキはその後、種々の経験を経て大型バイクへの道を進むことになった』とスーパーカブ
がカワサキにとっていかに大きな影響を与えたかを語ってくれた。大型領域で成功を収めているカワサキ
の歴史に、このような背景があったことは、驚きでもあった。
　本田宗一郎社長の後を引き継ぎ、二代目社長を務めた河島喜好氏と1997年に行なった対談での言葉は、

『スーパーカブは、あの時代において新機軸の製品であり、今でも高く評価されている。しかし、そこで留まっ
てはいけない。スーパーカブを超える新規なものをつくらないと、日本の基幹産業の一つである二輪車業
界の発展につながらない』であった。ホンダを世界有数の四輪メーカーに押し上げた河島氏が、スーパー
カブを画期的な製品と価値付けていることに感銘を受けた。

　本書は、『スーパーカブの歴史』として2012年に初版を発行しました。その後2017年にスーパーカブの
生産台数は1億台を超え、また2018年には誕生から60周年を迎えるに至りました。そこでこの機会に、
2012年以後の6年間の軌跡を加えて“増補新訂版”として刊行することにしました。本書では、社史を基
にカブシリーズの変遷を解説することに留まらず、私がこれまでお会いし、お話を伺ってきた皆さんの考
えやご意見を可能な限り本文中で紹介して、記録として後世へ残したいという願いもこめてまとめたつも
りです。もし記述等に誤りがあれば、該当する資料と共に編集部宛にいただければ適宜改訂を加えたいと
考えています。

　刊行にあたり、長い期間にわたってお世話になってきた方々に、お礼を申し上げます。
　特に、本田技研工業株式会社広報部の高山正之様をはじめ、本書の刊行にご協力くださった方々のお名
前を、別項に記載させていただきました。深く感謝の意を表します。

　小林 謙一
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